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　女子大学卒業者の生活と意識一○女子大学の場合一

第３報　ライフコースの年代的変化と生活意識の特徴

　喜多智子゛一棟宏子¨中川洋子.. （’大阪城南女短大¨大阪樟蔭女大）

目的：女子大学卒業者のライフコースの年次的変化の実態を把握し、結婚・子育て・家事

・介護に関する生活意識のライフコース別特徴について検討した。

方法:1996年6～7月、O女子大学卒業者を対象にアンケート調査を実施した。調査概要は

第1報と同様である。今回対象となった380人のライフコースは未婚（就業継続型28％、

就業中断型3％）、既婚（子なし就業継続型5％、子有り就業継続型9％、結婚・出産後専

業七婦型33％、出産後再就職型14％、就業経験なし型8％）。

結果：①ライフコースは専業主婦と未婚就業型で全体の６割を、そのほか出産後再就職、

出産後も就業継続、就業経験なしが各１割前後を占めている。未婚者の有職者は９割弱で

あるが、既婚者では４割に減る。結婚後も仕事を継続しているのは２割にすぎない。②年

代別では、25歳は未婚で職業をもち、30歳は既婚者が7割にふえる。出産・子育て期で専

業主婦の比率が最も高い。 40歳では専業主婦も多いが、出産後の再就職者は3割にふえる

50歳、60歳では専業主婦と就業経験がない人が多い半面、出産後も仕事継続の比率は若い

世代よりも高い。③他調査と比べると、専業主婦や就業未経験の比率が高く、出産後も就

業継続者は少ない。④生活意識をみると、子なし就業継続型は結婚・家事より自立を重要

視し、逆に就業経験なし型は女性の役割にこだわっている√老後について再就職型は三世

代同居を望まず、子あり就業継続型と就業経験なし型は子供や家族への期待が大きいなど

ライフコース（職業継続型と専業主婦型等）によりかなり異なづた特徴が認められる。

2Np-5 文光社二村二主大元'茂一郎と 「文検家事」

　　井上えり子（神戸学院女子高）

目的　本研究は、戦前、家事教育および家政学に関する多くの著作を出版し、自著も残した文

光社社主大元茂一郎（1881～1974年、愛媛県出身）の業績を明らかにすることを目的として

いる。とくに大元が力を入れた「文部省師範学校中学校高等女学校教員検定試験」（略称「文

検」）の「家事」科にかかわる大元の活動に焦点を絞って報告する。

方法　大元の著書『文検家事合格指針全』（1925年、文光社）や「家庭科学」「家事及裁縫」

などの雑誌に掲載された大元の著作を分析する。

結果　大元は大洲高等女学校長時代（1919～1923年）に井上秀子（日本女子大学校第４代校

長）と出会う。上京して文光社を設立［］｡923年）した後には井上の支援により、彼女の著作

を次々に出版した。井上は「文検家事」の臨時検定委員（1919～1942年）を務めるなど「文

検家事」とかかわりが深かった。大元は「文検」出身（「教育」と「法制及経済」に合格）で

あったことから、その経験を生かし、井上の著書を基に「文検家事」のテキスト『文検家事合

格指針全』（1925年、文光社）を執筆。また1928年頃から、「文検家事」受験者の指導を本

格的に行うようになった。指導生は500人におよびうち合格者は128人であったという。こ

れはこの時期の全合格者の約７割を占める数字である。指導生の中には道喜美代（日本女子大

学第８代学長）など家政学、家政教育に大きく貢献した人物も含まれていた。一方、大元の受

験指導の基本は井上秀子、松平友子、近藤耕蔵など当時を代表する家政学者の著作の学習をす

すめるものであった。
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